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3.26開口部熱貫流率(遮蔽物無し)[W/(請・K)]

2.46開口部熱貫流率(風除室あり)[W/(浦・K)]

室外(普通ガラス)

中間 (空気層 ) 12本体部

室内(型板ガラス) 4

ガラス

構成

(ミリ)

2.9(参考)本体部ガラス中央部の熱貫流率 [W/(市・K)]

DAKlllK4仕様
枠 :片開き
本体f14型

ジエスタ

3.48開口部熱貫流率(遮蔽物無し)[W/(nl・ K)]

開口吉「熱貫流率(風除室あり)[W/(市・K)]

室外(普通ガラス)

中間 (空気層 ) 12本体部

室内(型板ガラス) 4

ガラス

構成

(ミリ)

2.9(参考)本体部ガラス中央部の熱貫流率 [W/(耐・K)]

室外(普通ガラス)

12中間 (空気層 )

ガラス

構成

(ミリ)

袖部

室内(普通ガラス)

(参考)袖部ガラス中央岩Bの熱貫流率 [W/(nl・ K)] 29

DAK124ジエスタ K4仕様
枠 :片袖(普通複層ガラス)
本体f17型

DAKl14‐ 2ジエスタ K4仕様
枠 :片袖(Low‐ E複層ガラス)
本体f14型

開口部 熱貫流率(遮蔽物無し)[W/(謂・K)] 3.36

開口部熱貫流率(風除室あり)EW/(市 K)]

室外(普通ガラス)

中間 (空気層 ) 12

ガラス

構成

(ミリ)

本体部

室内(』些i反ガラス) 4

(参考)本体部ガラス中央部の熱貫流率 [W/(謂・K)] 2.9

室タト(Low― Eガラス)

中間 (空気層 ) 12

ガラス

構成

(ミリ)

袖部

室内(普通ガラス)

1,7(参考)袖吉Bガラス中央部の熱貫流率 [W/(請・K)]

DAL021FG―Eジエスタ K4仕標
枠 :片開き
本体 :F15型

開口部熱貫流率(遮敲物無し)[W/(∬・K)] 293

開口部熱貫流率(風除室あり)[W/(耐・K)]

室タト(Low― Eガラス)

中間 (空気層 ) 10

室内(型t反ガラス) 6.8

ガラス

1青成

(ミリ)

本体部

19(参考)本体部ガづス中央部の熱貫流率 [W/(謂・K)]

<開 口部の熱貫流率 [※ 1]>
日」IS A 2102に 基づく計算による熱貫流率[※ 1]です。
・代表試験体は、国立研究開発法人建築研究所ホームページ内「平成25年・平成28年省エネルギー基準に準拠

したエネルギー消費性能の評価に関する技術情報」の「3-2外皮の熱損失、窓・ドアの熱貫流率に関し試験体と
同等の性能を有すると認められる評価品の範囲を定める基準」に基づきます。




